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ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

多自然川づくり取り組み事例

＜背景＞
　岐阜県では平成２３年度より「清流の国ぎふ」づくりを目指し、水みちのの連続性を確保する取り組みを実施して
る。また、平成２７年には清流長良川の鮎が世界農業遺産に認定され、「里川」における生物多様性の維持・保全に
取り組むこととしている。
　河川と農村では生物多様性保全の取り組みをこれまで各々で実施しているが、河川と排水路に落差があることで、
魚類の生育環境が分断されている。また、岐阜県水産研究所の調査で、落差の有無が農業水路内の生息魚種数に
影響を与えることが明らかになっている。
＜目標＞
　生物多様性保全のより一層の保全を図るため、河川と農業水路間等の落差を解消し、河川－農業水路－水田の
水みちの連続性を確保する。
　

　平成２６年度から、モデル的に県内３地区で河川－農業水路－水田までの水みち連続性確保の取り組みを実施し
ている。
　　○関市　千疋地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　関市　上白金地区

　　・河川部局と農政部局、地域が連携して取り組みを実施し、
　　　有識者からの提案助言を受けながら実施している。
　　・事前・事後モニタリングの結果、農業水路に生息する魚種・生息数
　　　ともに大幅に増加した。
　　・仮想的市場評価法（ＣＶＭ）により本取り組みによる環境効果の評価を行った。
　　・今後、算定した環境効果をもとに、費用対効果（Ｂ/Ｃ）の算定を行い、事業としての
　　　評価を行う
　　・さらなる取組みの拡大に向けて、実施内容とその効果を広く周知していくとともに、
　　　実施地域へ取組みの効果が還元できる仕組みづくりを検討する。
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中小河川
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平成26年度

河 川 分 類 ：
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段 階 ：

河川の流域面積： km2 整備計画流量： m3/s（W=1/） セ グ メ ン ト ： 0
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